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2023年３月期第２四半期累計期間連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

2022年５月10日に公表いたしました2023年３月期第２四半期累計期間連結業績予想値と、本日公表の実績値

に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 
 

１．2023年３月期第２四半期累計期間連結業績予想値と実績値との差異（2022年 4月１日～2022年 9月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社に株式に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

16,000 

百万円 

700 

百万円 

1,000 

百万円 

750 

円 銭 

17.18 

実績値（Ｂ） 17,397 956 1,352 940 23.35 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,397 256 352 190 － 

増減率（％） 8.7% 36.6% 35.2% 25.3% － 

（ご参考）前期第２四半期 

（2022年３月期第２四半期） 
14,543 538 803 714 16.94 

２．差異の内容 

第２四半期累計期間における当社グループは原燃料・資材価格の高騰による企業コスト上昇などにより厳しい

事業環境下にありました。このような状況において北米向けカジュアルウェアが牽引したことに加え、中東向け

民族衣装分野の市場回復及び機能商品の積極的な導入が業績に寄与いたしました。また欧州及び国内向け衣料フ

ァブリックについても堅調に推移いたしました。利益面においては商品の高付加価値化を伴った価格転嫁、生産

性の向上や加工ロス・エネルギーロス削減を含めたトータルコスト削減を実施いたしました。その結果、売上高、

営業利益、経常利益及び四半期純利益は前回予想を上回っております。 

第３四半期累計期間以降における当社グループの事業環境は原燃料・資材価格の高騰による更なる企業コスト

上昇が見込まれます。そのような状況の下で北米向けカジュアルウェアの更なる拡販および資材ファブリックに

おける車輛分野の市場拡大を図り、省エネ投資を実施しエネルギーの省力化と当社が独自で開発した低温で速染

性のあるＷＳ糸®の適用を拡大しコストダウンを図る所存であります。 



なお、通期連結業績につきましてはウクライナ情勢の影響や外国為替相場の円安進行による原材料価格の高騰

をはじめとし、依然として先行きが不透明な状況を勘案し、2022年 5月 10日に公表しました業績予想から変更

しておりません。 

以上 

 


